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《 鳥 人 間 コ ン テ ス ト  滑 空 機 の テ ス ト 飛 行 方 法 に つ い て 》  

 

            C H i c K - 2 0 0 0  プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム  

“ ア ク テ ィ ブ ギ ャ ル ズ ”   堀  琴  乃  

吉 川  俊 明  

   Ｔ Ｏ Ａ 鳥 人 間 の 会       佐 々 木 正 司  

 

[堀 琴 乃 ]  

鳥 人 間 の 原 点 は 、“ 鳥 人 間 コ ン テ ス ト ”の 滑 空 機 部 門 と 言 っ て も 過

言 で は 有 り ま せ ん 。 こ こ で は “ ア ク テ ィ ブ ギ ャ ル ズ ” の 私 （ 堀 ） と

吉 川 、 Ｔ Ｏ Ａ 鳥 人 間 の 会 の 佐 々 木 正 司 さ ん に も ご 協 力 頂 き ま し て 、

滑 空 機 の テ ス ト 飛 行 方 法 に つ い て お 話 し し ま す 。  

 私 は 、 滑 空 機 部 門 に ４ 回 の 出 場 経 験 が 有 り ま す 。 記 録 は 、 残 念 な

が ら 、 １ ５ ７ ． ４ （ ｍ ） に 留 ま っ て い ま す 。 ち な み に 現 在 の レ デ ィ

ー ス 記 録 は 、 吉 澤 裕 子 さ ん の ２ ６ ４ ． ６ ６ （ ｍ ） で す 。  

 

 プ ラ ッ ト ホ ー ム に 立 た れ た 経 験 の 有 る 方 な ら お わ か り 頂 け る と 思

い ま す が 、 佐 々 木 さ ん の よ う に 、 実 機 グ ラ イ ダ ー の 教 官 を 務 め 、 数

千 回 の 滑 空 経 験 が 有 り 、 更 に 、 グ ラ イ ダ ー で 背 面 飛 行 し な が ら 旋 回

飛 行 が で き 、し か も 、“ 鳥 人 間 コ ン テ ス ト ”で １ ２ 回 も フ ラ イ ト し た

超 ベ テ ラ ン ・ パ イ ロ ッ ト は 別 と し て 、 私 の よ う な 一 般 参 加 者 が 、 滑

空 機 部 門 で １ ０ ０ （ ｍ ） 以 上 飛 行 し よ う と す る と 、 そ れ な り の 工 夫

が 必 要 で す 。  

 

 そ こ で 、 旅 客 機 に し か 乗 っ た こ と の 無 い 者 が 、 大 胆 に も 、 テ ス ト

飛 行 を 行 う 事 に 成 り ま す 。 あ れ こ れ 工 夫 し て 、 テ ス ト 飛 行 を 消 化 し

ま す と 、少 し 位 飛 べ そ う な 気 分 に 成 っ て き ま す ？ ！  テ ス ト 飛 行 は 、

本 番 の 成 功 率 を 向 上 さ せ る だ け で 無 く 、 安 全 性 や メ ン バ ー の 団 結 心

の 向 上 に も 繋 が り ま す 。 私 達 の チ ー ム で は 、 簡 単 で 安 全 、 か つ 効 果

的 な 出 発 ト レ ー ニ ン グ と 、 初 歩 的 な テ ス ト 飛 行 を 行 っ て い ま す 。  

 滑 空 機 部 門 の 一 般 参 加 者 が 安 全 に 出 発 で き る よ う に 、 目 標 を 設 定

し ま し た 。  

①  助 走 路 か ら の 出 発 に 慣 れ る 。  

②  機 体 の 操 縦 感 覚 を 把 握 す る 。  

以 上 の 2 項 目 を し っ か り マ ス タ ー し ま し ょ う ！  

 

本 番 で 無 事 に 出 発 で き た ら 、 後 は 運 と 風 任 せ で す 。  

      鳥 の よ う に 自 由 に 大 空 を 飛 べ る か も し れ ま せ ん ！ ！  

 

そ れ で は 、出 発 ト レ ー ニ ン グ の ポ イ ン ト と 練 習 方 法 を 説 明 し ま す 。 
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第 ２ ０ 回 大 会 の プ ラ ッ ト ホ ー ム の 実 測 図 を 示 し ま す 。  

安 全 ・ 確 実 に 出 発 出 来 る 方 法 の 検 討 に 、 助 走 路 の 大 き さ と 構 造 を  

確 認 し ま す 。  

水 平 部 分 は 、幅 ２ ．７（ ｍ ）、長 さ ３ ．６（ ｍ ）で す 。ス ロ ー プ は 、  

幅 １ ２（ ｍ ）、長 さ ７ ．６（ ｍ ）で 、内 角 約 ９ ０ °の 扇 型 に 、３ ．５ °

の 下 り 勾 配 が 付 い て い ま す 。 床 は 木 製 の 軸 組 に ベ ニ ヤ 板 を 貼 り 、 厚

さ ４ （ mm） の カ ー ペ ッ ト が 敷 か れ て い ま す 。  

 

助 走 か ら 加 速 、 離 陸 時 の 問 題 を 考 え ま す 。  

サ ポ ー タ ー は ３ 人 ま で 認 め ら れ て い ま す 。 一 人 を テ ー ル ・ ラ ン ナ

ー 、 二 人 を ウ イ ン グ ・ ラ ン ナ ー に 配 置 し た 場 合 を 考 え ま す 。  

◆  ま ず 、 走 行 姿 勢 に つ い て で す 。  

パ イ ロ ッ ト は 、 陸 上 競 技 の ラ ン ナ ー の よ う に 両 手 を 振 っ て 走 れ ま

せ ん 。 ウ イ ン グ ・ ラ ン ナ ー は 、 主 翼 を 支 え る の に 片 手 が 塞 が っ て い

ま す の で 、 走 り 難 く 、 テ ー ル ・ ラ ン ナ ー は 、 片 手 を テ ー ル に 引 き 付

け 、 迎 角 を 維 持 し て の ス タ ー ト で す か ら 、 更 に 走 り 難 く な り ま す 。  

◆  次 に 、 ウ イ ン グ ・ ラ ン ナ ー の 走 行 障 害 が 有 り ま す 。  

ウ イ ン グ ・ ラ ン ナ ー は 、 ス タ ー ト 後 ２ ～ ３ 歩 で 、 高 さ ３ ０ ～ ４ ０

(㎝ )の ス ロ ー プ の 扇 型 の 部 分 を 乗 り 越 え ね ば な り ま せ ん 。 姿 勢 が 乱

れ 、 滑 ら か に 加 速 出 来 ま せ ん 。  

◆  床 仕 上 げ も 問 題 で す 。  

プ ラ ッ ト ホ ー ム に は 、 化 学 繊 維 製 の 薄 手 の カ ー ペ ッ ト が 敷 か れ て

い ま す 。 吸 水 性 が 高 く 、 滑 り 易 く 、 屋 外 の 助 走 路 に は 不 適 当 で す 。  

◆  パ イ ロ ッ ト と ラ ン ナ ー の 速 度 差 も 考 慮 が 必 要 で す 。  

パ イ ロ ッ ト は 、 ス タ ー ト の 瞬 間 か ら 下 り 勾 配 を 走 り ま す の で 、 ス

ム ー ス に 加 速 出 来 ま す 。 テ ー ル ・ ラ ン ナ ー は 、 始 め の ２ ～ ３ 歩 は 水

平 部 分 を 走 り ま す 。 ウ イ ン グ ・ ラ ン ナ ー も 水 平 部 分 を 走 り ま す 。 従

っ て 、 ４ 者 の 能 力 が 同 じ 場 合 、 同 時 に ス タ ー ト す る と 、 一 歩 目 か ら

パ イ ロ ッ ト が 飛 び 出 し 、 サ ポ ー タ ー が そ れ に 続 く 事 に 成 り ま す 。  

と い う 事 は 、 パ イ ロ ッ ト 以 外 の 者 は 、 ほ ん の 僅 か に フ ラ イ ン グ 気

味 で ス タ ー ト し な い と 揃 わ な い こ と に な り ま す 。 こ こ が ポ イ ン ト で

す ！  

 

 私 達 の 測 定 と ビ デ オ 分 析 で は 、 走 行 距 離 が ８ （ ｍ ） で 、 ３ ． ５ °

の 下 り 勾 配 の 場 合 、 平 地 に 比 べ て 約 １ ０ ％ 速 度 ア ッ プ 出 来 ま す 。 ピ

ッ チ も 速 く 成 り ま す か ら 、 足 が も つ れ な い よ う に 練 習 し て お か な け

れ ば な り ま せ ん 。  

 パ イ ロ ッ ト は 、 プ ラ ッ ト ホ ー ム 先 端 で 踏 み 切 り 、 機 体 に 飛 び 乗 り

ま す 。 サ ポ ー タ ー は プ ラ ッ ト ホ ー ム 先 端 で 停 止 し な け れ ば な り ま せ

ん 。 加 速 を 継 続 し 、 思 い っ き り 踏 み 切 る パ イ ロ ッ ト と 、 停 止 し な け
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れ ば な ら な い ラ ン ナ ー と の 動 き は 全 く 違 い ま す 。  

 以 上 か ら 、 限 ら れ た 助 走 路 を 有 効 に 使 っ て 最 大 限 の 加 速 を 行 う に

は 、 適 切 な 出 発 ト レ ー ニ ン グ が 有 効 な こ と が わ か り ま す 。  

 

 出 発 ト レ ー ニ ン グ に 入 る 前 に 、 機 体 が 走 り 易 く 製 作 さ れ て い な け

れ ば 成 り ま せ ん 。  

 機 体 の 設 計 時 の 留 意 点 を 述 べ ま す 。  

◆  主 翼 の 取 り 付 け 位 置 は 、ウ イ ン グ・ラ ン ナ ー が サ ポ ー ト す る 場 合 、

高 翼 式 に 成 り ま す 。  

◆  コ ク ピ ッ ト は 、前 傾 姿 勢 を 維 持 し て 走 行 、加 速 、踏 切 り の タ イ ミ

ン グ を 利 用 し て 更 に 加 速 、 そ の ま ま の 勢 い で 飛 び 込 め る レ イ ア ウ ト

で な け れ ば 成 り ま せ ん 。  

◆  水 平 尾 翼 や 垂 直 尾 翼 は テ ー ル・ラ ン ナ ー の 視 界 を 遮 り ま す 。パ イ

ロ ッ ト の 動 き は テ ー ル ・ ラ ン ナ ー し か 見 え ま せ ん 。 視 界 の 確 保 は 、

機 体 の 姿 勢 の 確 認 や 緊 急 対 応 の ポ イ ン ト に な り ま す 。 例 え ば 、 Ｖ テ

ー ル は 視 界 を 確 保 し 易 く 、 最 後 の プ ッ シ ュ も し 易 い 尾 翼 で す 。  

◆  そ の 他 の 留 意 点 で す が 、パ イ ロ ッ ト は 、走 り 易 く 操 縦 桿 が 掴 み 易

い 位 置 に 両 手 を 添 え る だ け で 、 機 体 の 重 量 は ウ イ ン グ ・ ラ ン ナ ー が

支 え る よ う に 設 計 し ま す 。 パ イ ロ ッ ト は 自 分 自 身 の 加 速 に 専 念 し ま

す 。  

 

 次 に 、 走 行 の 準 備 に つ い て 説 明 し ま す 。  

◆  コ ン テ ス ト は 小 雨 で も 開 催 さ れ ま す 。朝 露 で カ ー ペ ッ ト が 濡 れ て

い る 事 も 有 り ま し た 。 滑 り 止 め に 、 陸 上 競 技 用 の ス パ イ ク を 着 用 し

ま す 。 ラ ン ナ ー の 制 動 効 果 も 改 善 し ま す 。 ス パ イ ク ピ ン は ５ (m m )ピ

ン を 使 用 し 、 数 回 テ ス ト し た 物 を 使 い ま す 。 尖 っ て い る と 、 ベ ニ ヤ

板 に 突 き 刺 さ り 、 走 り 難 い か ら で す 。 こ れ ま で 人 力 プ ロ ペ ラ 機 を 含

む 、 十 数 チ ー ム が ス パ イ ク を 使 用 し て フ ラ イ ト し ま し た 。 出 発 の 成

功 率 は 10 0％ で 、 安 全 面 で も 問 題 有 り ま せ ん 。  

 

 そ れ で は 、 走 行 ト レ ー ニ ン グ で す 。  

◆  コ ン テ ス ト と 同 様 の 助 走 路 を 作 り 、実 機 を 使 っ て 、走 行 、飛 び 乗

り の ト レ ー ニ ン グ を す る と 効 果 的 で す 。 滑 空 機 の レ デ ィ ー ス 記 録 保

持 者 で あ る 吉 澤 裕 子 さ ん も こ の 方 法 で 練 習 し ま し た 。 彼 女 の 私 も 、

20 0 回 を 超 え る 乗 り 込 み ト レ ー ニ ン グ を こ な し 、 コ ン テ ス ト に 臨 ん

で い ま す 。 テ ー ル ・ ラ ン ナ ー は 、 機 体 に 最 大 限 の エ ネ ル ギ ー を 与 え

る 為 に 、プ ラ ッ ト ホ ー ム の 先 端 で 機 体 を 押 し 出 し 、そ の 反 力 で 制 動 ・

停 止 出 来 る よ う に 練 習 し な け れ ば 成 り ま せ ん 。  

 

 テ ス ト 飛 行 の 方 法 を 紹 介 し ま す 。  
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 私 達 の 知 る 範 囲 で 、 実 際 に 行 わ れ て い る 滑 空 機 の テ ス ト 飛 行 方 法

を 紹 介 し ま す 。  

 テ ス ト 飛 行 は 、 斜 面 を 利 用 し た 滑 空 と 曳 航 飛 行 の 二 種 類 が 有 り ま

す 。 曳 航 飛 行 は 、 更 に 、 人 力 に よ る 人 力 曳 航 と ウ イ ン チ や バ イ ク を

用 い た 動 力 曳 航 に 分 け ら れ ま す 。そ れ と も う 一 つ 、担 ぎ 手 に よ る“ ア

ク テ ィ ブ ギ ャ ル ズ ” の お 神 輿 走 行 が 有 り ま す 。  

 

 斜 面 を 利 用 し た 滑 空 は 、 パ ラ ・ グ ラ イ ダ ー や ハ ン グ ・ グ ラ イ イ ダ

ー の 入 門 コ ー ス の 、 な だ ら か な 斜 面 で 機 体 を 滑 空 さ せ 、 テ ス ト す る

方 法 で す 。 場 所 が 限 定 さ れ 、 パ イ ロ ッ ト は 機 体 を 自 分 一 人 で 保 持 で

き る 、 足 が 速 い 、 操 縦 技 術 が 伴 っ て い る 等 の 条 件 を 満 た さ ね ば 成 り

ま せ ん 。 ベ テ ラ ン 向 け の 方 法 で 、 と て も 一 般 向 け と は 言 え ま せ ん 。  

 

 曳 航 飛 行 は 、 グ ラ ン ド で 行 え ま す が 、 パ イ ロ ッ ト は 斜 面 を 利 用 す

る 場 所 と 同 様 で 、 ベ テ ラ ン 向 き で す 。 あ ま り 一 般 向 け と は 言 え ま せ

ん 。 特 徴 を 上 げ ま す 。  

① 曳 航 し ま す か ら 、 ピ ッ チ ン グ ・ バ ラ ン ス が 掴 み 難 い 傾 向 が あ り ま

す 。  

② 動 力 曳 航 は 危 険 を 伴 い ま す 。 十 分 な 打 合 せ 、 確 認 、 点 検 、 練 習 が

必 要 で す 。  

③ 高 度 獲 得 後 、 自 由 滑 空 さ せ れ ば 効 果 的 な 飛 行 練 習 が 出 来 ま す 。  

 

[佐 々 木 正 司 氏 ] 

 人 力 曳 航 に つ い て も う 少 し 詳 し く 触 れ て お き ま す 。  

◆  人 力 曳 航 に は 、機 体 を 直 接 曳 航 す る 方 法 と 滑 車 を 用 い て 曳 航 す る

方 法 が 有 り ま す 。 直 接 曳 航 す る 方 法 は 、 曳 航 速 度 と 機 体 速 度 、 引 っ

張 り 力 と 機 体 の 抵 抗 が 同 じ に な り ま す 。  

◆  １ つ の 動 滑 車 を 用 い る 方 法 は 、ロ ー プ の 片 方 を 機 体 に 、他 方 を 固

定 端 に 結 び 付 け 、 そ の 間 に 滑 車 を 配 置 し て 引 っ 張 る 方 法 で す 。 張 力

は 機 体 の 抵 抗 の ２ 倍 に な り ま す が 、 曳 航 速 度 と 曳 航 距 離 は 、 機 体 速

度 と 飛 行 距 離 の １ ／ ２ に 成 り ま す 。  

◆  １ 組 の 動 滑 車 と 定 滑 車 を 用 い る 方 法 は 、ロ ー プ の 片 方 を 機 体 に 結

び 付 け 、 そ の 間 に 動 滑 車 と 定 滑 車 を 配 置 し ま す 。 ロ ー プ の 端 部 と 動

滑 車 を 一 纏 め に し 、 そ れ を 引 っ 張 り ま す 。 張 力 は 機 体 の 抵 抗 の ３ 倍

に な り ま す が 、 曳 航 速 度 と 曳 航 距 離 は 、 機 体 の 飛 行 速 度 と 飛 行 距 離

の １ ／ ３ に な り ま す 。 同 様 の 方 法 で 滑 車 を 増 や し ま す と 、 張 力 は 大

き く な り ま す が 、 曳 航 速 度 を 遅 く 、 曳 航 距 離 を 短 く す る こ と が 出 来

ま す 。  

 

 珍 し い 曳 航 飛 行 例 が 有 り ま す の で 、 ご 覧 く だ さ い 。  
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 フ ジ テ レ ビ の “ 第 一 回  陸 ・ 海 ・ 空  人 力 キ ャ ノ ン ボ ー ル ” と 言

う 番 組 で 、 沖 縄 県 久 米 島 で 行 わ れ ま し た 。 海 岸 か ら 約 20 0（ ｍ ） 離

れ た 海 上 に 設 置 さ れ た プ ラ ッ ト ホ ー ム か ら 、 海 岸 ま で を 、 １ 組 の 動

滑 車 と 定 滑 車 を 用 い る 方 法 で 、人 力 曳 航 飛 行 を 行 い ま し た 。機 体 は 、

“ ア ク テ ィ ブ ギ ャ ル ズ ” が 第 １ ３ 回 鳥 人 間 コ ン テ ス ト で 総 合 優 勝 し

た 滑 空 機 “ Ｃ Ｈ ｉ ｃ Ｋ － ２ ３ ５ 人 力 キ ャ ノ ン ボ ー ル タ イ プ ” で 、 パ

イ ロ ッ ト は 私 （ 佐 々 木 ） で す 。  

 離 陸 は 、 人 力 曳 航 に よ り 、 フ ロ ー ト に 埋 め 込 ま れ た 車 輪 で 滑 走 し

て 離 陸 し ま す 。 着 陸 は フ ロ ー ト で 着 水 、 或 い は フ ロ ー ト に 埋 め 込 ま

れ た 車 輪 で 着 陸 し ま す 。  

日 本 で 初 め て 離 陸 、 曳 航 飛 行 、 フ ロ ー ト を 用 い た 着 水 を 人 力 曳 航

に よ り 達 成 し ま し た 。 ビ デ オ を ご 覧 下 さ い 。  

 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊  ビ デ オ ： 約 7 分  ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

 

[吉 川 俊 明 ]  

お 神 輿 走 行 に つ い て 説 明 し ま す 。  

 “ ア ク テ ィ ブ ギ ャ ル ズ ” が 発 足 当 時 か ら 、 佐 々 木 氏 に ア ド バ イ ス

を 頂 き 、 そ れ を 発 展 さ せ た テ ス ト 方 法 で す 。  

 ３ ( m / s e c )の 追 い 風 に 対 し て 、 ４ ～ ５ (m / s e c )の 速 さ で 走 れ ば 、 内

容 の 濃 い テ ス ト 飛 行 が 行 え ま す 。 機 体 が 重 い と ４ 人 神 輿 （ ４ キ ャ リ

ア ー ） に な り ま す が 、 パ イ ロ ッ ト に 操 縦 感 覚 を 掴 ま せ る に は 、 ２ キ

ャ リ ア ー で 行 う べ き で す 。 走 行 毎 に 練 習 目 的 を 十 分 打 合 せ し 、 確 実

に 操 縦 感 覚 を 掴 む よ う 心 掛 け れ ば 、 大 き な 効 果 が 期 待 出 来 ま す 。  

 ２ キ ャ リ ア ー の 場 合 、ス タ ー ト か ら 加 速 、パ イ ロ ッ ト の 飛 び 乗 り 、

機 体 を 肩 ま で リ フ ト す る 間 、 僅 か ２ ～ ３ 秒 で す が タ イ ミ ン グ の 難 し

い 一 瞬 で す 。 機 体 の 重 量 は ウ イ ン グ ・ ラ ン ナ ー が 負 担 し ま す 。 数 歩

の 助 走 で 加 速 し 、 飛 び 乗 り 、 殆 ど 同 時 に 機 体 を キ ャ リ ア ー の 肩 ま で

リ フ ト し て 、 機 体 の 浮 き を 確 認 後 、 手 を 伸 長 さ せ て テ ス ト 飛 行 に 移

り ま す 。 肩 ま で 機 体 を リ フ ト し て し ま え ば 、 コ ク ピ ッ ト ・ フ レ ー ム

に ２ 本 の 指 を 引 っ 掛 け る だ け で ラ ン ニ ン グ 出 来 ま す 。 一 人 の キ ャ リ

ア ー に 必 要 な 推 力 は 僅 か ２ （ ㎏ ） 足 ら ず で す 。  

 

 滑 空 機 の 重 要 な 操 縦 は ピ ッ チ コ ン ト ロ ー ル で す 。 テ ス ト の 初 期 段

階 は 、オ ー バ ー コ ン ト ロ ー ル に 注 意 し 、重 心 を 前 方 に セ ッ ト し ま す 。

パ イ ロ ッ ト に 、 浮 く 感 覚 を 掴 ま せ ま す 。 イ ン タ ー コ ム で 、 エ レ ベ ー

タ ー 操 作 を 指 示 し 、 軽 く ア ッ プ ・ ダ ウ ン を 繰 り 返 し 、 操 縦 感 覚 を 掴

ま せ ま す 。 レ ス ポ ン ス は 、 キ ャ リ ア ー の 機 体 を 掴 む 腕 の 位 置 に よ っ

て も か な り 違 っ て き ま す 。 初 め は 、 重 心 位 置 よ り 前 に 手 を 添 え て 、

オ ー バ ー ・ コ ン ト ロ ー ル に 注 意 し な け れ ば な り ま せ ん 。 僅 か の ダ ウ
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ン で 沈 下 し 、 キ ャ リ ア ー が 押 し 潰 さ れ る こ と に 成 り か ね ま せ ん 。 ダ

ウ ン は 、 ア ッ プ に 比 べ て 、 重 力 に 逆 ら わ な い の で 、 良 く 効 く こ と を

実 感 さ せ ま す 。 慣 れ る と 、 キ ャ リ ア ー の 腕 の 位 置 を 後 退 さ せ ま す 。

重 心 位 置 に 腕 を 添 え て 、 パ イ ロ ッ ト の 意 思 通 り 操 縦 出 来 る よ う に な

る ま で 練 習 を 繰 り 返 し ま す 。  

  

 エ レ バ ー タ ー に 慣 れ た ら 、 ラ ダ ー を 操 縦 さ せ ま す 。 ロ ン グ ス パ ン

の グ ラ イ ダ ー が 、 エ レ ベ ー タ ー に 比 べ て 、 レ ス ポ ン ス が 悪 い 事 を 認

識 さ せ ま す 。 ラ ダ ー は 、 小 さ い 舵 角 で 操 縦 時 間 に よ っ て コ ン ト ロ ー

ル さ せ ま す 。  

 偏 流 を と っ て テ ス ト 飛 行 で き る ま で 上 達 す れ ば 、 コ ン テ ス ト が 楽

し み に な っ て き ま す 。  

 

[堀 琴 乃 ]  

“ 鳥 人 間 コ ン テ ス ト ” は 、 大 き な “ 夢 ” を か な え て く れ る 楽 し い

コ ン テ ス ト で す 。  

“ 夢 ” を か な え ら れ る チ ャ ン ス を 掴 む ま で に 、 幾 つ か の 関 門 が 有 り

ま す 。 そ れ ら を ク リ ア ー し て 初 め て プ ラ ッ ト ホ ー ム に 立 て ま す 。 本

当 に 難 し い の は こ こ か ら で す 。 小 さ な 設 計 ミ ス ・ 製 作 中 の 僅 か な 管

理 不 行 き 届 き ・ ク ジ 運 ・ 風 の 悪 戯 ・ 感 極 ま っ て の 判 断 ミ ス 、等 々 ･･ ･  

 今 日 は 、 滑 空 機 の テ ス ト 飛 行 方 法 を 紹 介 し ま し た 。 沢 山 の チ ー ム

が“ 夢 ”の 実 現 に チ ャ レ ン ジ し て い ま す 。“ 夢 ”は 大 き く 膨 ら む 一 方

で す 。 こ の 報 告 を 参 考 に 、 自 分 達 な り の テ ス ト 飛 行 方 法 を 考 慮 し 、

コ ン テ ス ト で “ 夢 ” の 実 現 に 繋 が れ ば 幸 い で す 。  
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